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① イエス様は「光」 

エルサレムに着いたイエス様は、これから自分に起こる十字架の出来事に目を向け、それを受け

入れ、イエス様はどういうお方なのか、そして神様を信じる人はどうあるべきかを、語っています。 

イエス様は光としてこの世に来られました。皆さんは「光」と聞くと何を思い浮べますか？ 太陽？ 

ろうそく？ 電気？ スマホ？ 色々なものがあると思います。光は暗い所を明るくしてくれます。

太陽の光だったら、温かさを感じたり、日差しを受けて気持ちよさを感じることもあるでしょう。

イエス様も私たちの身の回りにある光と同じです。暗い所をパッと明るくし、温かさも感じます。

でもイエス様は、十字架につけられて死んでしまいます。皆に沢山の良いことしてくれたのに、ど

うして死んでしまうの？と思います。イエス様を通して神様のことを皆に知ってほしい、信じてほ

しい。これがイエス様の願いでした。そのためには、十字架につけられて復活することが必要でし

た。そうすることで、神様の大きくて素晴らしい力を皆が知って神様を信じるようになるためです。 

② 一粒の麦のたとえ 

何人かのギリシャ人がイエス様に会いに来ました。彼らはユダヤ人ではなく外国の人たち（異邦

人）です。既にイエス様のことを知っていて信じたいという気持ちを持っていたのでしょう。その

ことをきっかけにしてイエス様は、これから起こる十字架と復活について分かりやすいたとえで話

し始めます。一粒の麦のたとえは聖書でも有名な言葉です。種はそのままだと小さいですが、地面

に植えるとやがて沢山の花が咲いて実をつけます。イエス様はこの一粒の麦を自分のこととして捉

えています。一粒の麦が地に落ちるのは十字架にかかって死ぬこととつながっています。しかし、

その死は無駄ではなく沢山の人が神様の素晴らしさを知り、良い生き方をしていくためです。イエ

ス様は「まさにこの時のために来た」とハッキリと言います(27 節)。恐ろしい死を越えた先には、

確かな喜びがあるのです。それを知るためには、「光の子となるために、光のあるうちに、光を信じ

なさい」と言います(36 節)。光は全てを生かす太陽のような存在。私たちに進む方向を示します。 

③ 光の子になるために                   

どうすれば光の子になれるのでしょう。イエス様がなさったことを思い出してみましょう。イエ

ス様は、出会う人を心から大切にされました。困っている人を助けたり、いつもそばにいる人のこ

とを大切にして、言葉をかけたり、色々なことをしてきました。イエス様と同じように、私たちも

やってみればいいのです。小さなことでいいのです。イエス様にならうことで、自分が光となって

誰かに生きる力を与えることができます。 私たち一人ひとりはもしかしたら今はまだ小さな光か

もしれません。けれども、集まれば太陽のような大きな光になります。そんな小さな光が私たちみ

んなに与えられているのです。イエス様を信じることは、その光をもっと輝かせて大きくして、自

分も他の人も大切にする生き方をすることです。イエス様は私たちが「光の子となるために、光の

あるうちに、歩きなさい」と言います。イエス様の光を受けて、イエス様がしてくれたことを他の

人にしてみましょう。それができれば、不安や恐れもだんだんなくなってきます。イエス様の十字

架は、そんな光があることを教えてくれています。私たちも光の子として、イエス様にならって歩

み、イエス様とつながりましょう。私たちの光は更に誰かに伝わって、どんどん広がっていきます。 


